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１ 温暖化対策地域協議会について



1.1 温暖化対策地域協議会について

名称 ：横須賀市地球温暖化対策地域協議会

活動目的：横須賀市域での地球温暖化対策の

取り組みを推進する

構成員 ：市民・市民団体・事業者・市など



1.2  地域協議会の構成
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個人会員 ： 63名
団体会員 ： 36団体
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1.3  省エネルギー推進PTについて
・ＰＴの活動目的

温暖化対策を進め、

子供たちの未来に、

住み良い地球を残す

・私達の活動

節電コンクール、緑のカーテンコンテスト等の実施

節電、省エネ活動の普及、啓発、実行

⇒ パリ協定のＰＲ

地球温暖化問題を考えるきっかけを作る



２ 応募・入賞状況

小学生 中学生

応募 ５ ２６８

最優秀賞 ０ １

優秀賞 ２ ３

佳作 ０ １５

努力賞 ３ ０

団体特別賞
最優秀賞

横須賀市立
鴨居中学校

応募 ２７

最優秀賞 １

優秀賞 ４

佳作 １０

継続賞 ２

緑のカーテンコンテスト節電コンクール



３ 講評



3.1節電コンクール 中学生の部
最優秀賞

・やったこと
① テレビやコピー機を使用しない時は
コンセントを抜く

② エアコンと扇風機の併用

③ 冷蔵庫カーテンの使用

④ ドライヤーはしっかり髪をふいてから

⑤ ソーラーパネルの使用
・効果
①電気使用量が減った

②家族の協力の大切さを学んだ

③小さな節電も積もれば山に気づいた

最優秀作品を添付



3.1節電コンクール 中学生の部
優秀賞

・やったこと 冷房の工夫

① 高めの設定温度、扇風機の併用

② 室外機には直射日光を当てない

③ カーテン、日よけの使用

④ フィルターを2週間毎に掃除
・効果、学んだこと
① 節電の大切さを学んだ

② 節電には家族の協力が必要

③ 節電を皆に広めたい

最優秀作品を添付



3.2 節電コンクール 小学生の部
優秀賞➀

・やったこと
① 契約アンペア数を下げた 40A → 30A
② 照明をLEDにした（リビング全部）

③ 自然の風を活用、家族一緒に

リビングで過ごす、等の工夫で
エアコンの使用を減らした

④ 冬場はエアコンでなく石油ストーブ使用
・効果
① 家族で協力して節電した

最優秀作品を添付



3.2 節電コンクール 小学生の部
優秀賞②

・やったこと
① カミの毛を短くきった

・効果
① ドライヤーの使う時間が減った

② シャンプーの使用量が減った

③ シャワーの水の量が減った

最優秀作品を添付



3.3 節電コンクールで
気づいた事 大切な事

家族の協力・継続
・節電意識が高まった
・節電が家族団らんに繋がった

・家中に張り紙をして節電

・ルールを決めて節電

最優秀作品を添付



3.4 緑のカーテンコンテスト
最優秀賞

・工夫・自慢
①10坪 20畳の大規模カーテン

7mのカーテントンネル
②適切な摘芯でカーテンを均一化

③種から育てた苗32本を使用
④300本のゴーヤを収穫

・効果
①４～５℃の室温低下

最優秀作品を添付



3.4 緑のカーテンコンテスト
優秀賞

・工夫・自慢
①幅８ｍ、間口一杯のカーテン

②朝顔とコラボ 朝顔の紫と

ゴーヤの黄色で見た目も綺麗

③苗は発芽を工夫して種から育てた
・効果
①エアコンの使用減

②設定温度28℃以上でも、
夜まで涼しい

優秀賞作品を添付



4  地球温暖化対策、
節電・省エネのお願い



4.1  温暖化対策世界の動き

・世界規模での気温上昇、気象が異常に
① 猛暑日、熱帯夜の増加
② 台風の強大化
③ 南極、北極域、他での氷の溶解
④ ゲリラ豪雨、洪水、干ばつの増加

⇒ 世界各国での危機感の共有、温暖化対策の推進
パリ協定に合意(2015年）、発効(2016年11月4日）
2018年までに具体的削減計画、ルールを策定
2020年から、ルールに従い削減を実行



4.2 パリ協定の大切さ
・決まったこと （全世界の合意）

①世界平均気温の上昇を産業革命前と比較して

２℃以下にする また、1.5℃以下にとどまるよう努力する
② 21世紀後半に温室効果ガスの排出を実質０にする

2050年では全世界で40％～70％のCO2削減
・パリ協定を受けての日本の動き

政府計画案策定 温室効果ガスの削減

2030年目標：2013年比26％の削減
2050年目標：2013年比80％の削減



4.3 パリ協定発効後の世界の動き
・再生可能エネルギーの導入促進（電力の再エネ比率）

ﾃﾞﾝﾏｰｸ：2020年 50%, 2035年 100％
ドイツ ：2025年 40%,      2050年 80%
ＥＵ、インド、等も高い目標を設定

・電気自動車（EV)の導入 ＥＶシフト

英・仏：2040年までにガソリン・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車の販売禁止の方針
中国 ：英・仏と同様の方針を検討開始

インド：2030年までに新車販売はＥＶ限定の目標
各メーカー：独フォルクスワーゲン、ルノー、ボルボ等が

EVの開発を促進、販売目標を設定



4.4  ２０５０年(３３年後）の世界では

×かものもの ○ のもの

ガソリン車 ガスコンロ 電気自動車 ＩＨコンロ

CO2が80％削減されると
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4.5 お願い

・パリ協定を良く知ろう

・節電、省エネを夏休みだけで無く、継続して行う

・節電、省エネの大切さを、まわりの人に広める

・今回の受賞をきっかけに

環境や、温暖化対策の勉強を始める



５ まとめ

・たくさんの応募ありがとうございます

これからも、節電、省エネを進め、地球温暖化を防ぎましょう

・節電コンクール

① 冷房では扇風機の併用等、様々な工夫で節電している

② ルールを決める､張り紙をする等､家族と協力しての節電

③ ソーラーパネル設置での大規模節電が増えた

・緑のカーテンコンテスト

① 幅５ｍ以上の大規模カーテンを、楽しみながら作っている

② ４～5℃の室温低下で、節電に大きく貢献


